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的に再利用可能な基盤構築を日本で本格的に開始しました。日本で構

築した仕組みを基盤に、今後、グローバルへ展開していく考えです。ま

た、各職場にはAIチャンピオン（AI活用を推進し、業務改善や文化浸透
をリードする専門的人材）を配置し、各部門の業務知見と結び付けなが

ら、現場主導でAI活用を広げていきます。こうした取り組みを通じてAI
を現場業務に定着させ、業務を共に進める「仕事の相棒」として根付か

せていきます。

　また、蓄積してきたデータや経験・ノウハウをAIで整理・活用し、組織
全体の知的資産へ転換することで、業務効率化に加え、新たな発想やイ

ノベーション創出につなげていきます。以降では、品質保証、販売代理店、

産業機械分野における具体的な活用事例を紹介します。

成長戦略

現場の知見をつなぐAI
特集2：プロジェクトストーリー

　生成AIの普及以降、AI技術は急速に進化し、業務やサービスのあり方
を大きく変える過渡期を迎えています。こうしたなか、企業には従来以上

に迅速で質の高い対応が求められています。コマツでは、この変化をリス

クではなく新たな価値創造の機会と捉えています。2024年度には、CTO
をリーダーとするグローバル・ワーキング・チームを設置し、各国・各部門

で進む生成AIの取り組みを横断的につなぎ、成功事例を共有する体制を
整えました。2025年度に発表した中期経営計画では、成長戦略3本柱
のすべての重点活動に「AI活用」を盛り込み、全社変革を支える重要な
基盤として位置付けています。

　さらに2026年度は、全社でのAI活用を一段と加速するため、開発・生
産・サービスなど各現場で蓄積されてきたデータや知見をつなぎ、全社

生成AIのスキル習得などの目的で開催したアジアワークショップ（インドネシア） 品質保証のプロジェクト風景（P.40参照）

■  AIを「仕事の相棒」にー全社的な取り組み

AI技術の進展は、企業活動のあり方を大きく変えつつあり、近年ではお客さまが求めるサービス水準の高度化や競争環境の変化に対応
するうえで、AIを活用しないこと自体が競争上のリスクとなりつつあります。こうした認識のもと、コマツは中期経営計画において、あ
らゆる重要活動に「AI活用・DX推進」を盛り込みました。業務の高度化とスピード向上を図るため、社内にAIワーキングチームを設置し、
幅広い領域の社員がAIを活用した業務改革に取り組んでいます。
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　こうした課題に対応するため、コマツは生成AIを活用し、製品品質情
報を自動で層別するとともに、重要な品質課題につながる兆しを早期に

捉える仕組みを導入しました。品質保証部門がこれまで蓄積してきた品

質に関する情報をAIが解析し、過去の事例との類似性や発生した事象の
種類に応じた層別結果を提示します。最終判断は人が行い、AIによる効
率化と専門的判断を組み合わせて運用しています。2024年9月から小山
工場と大阪工場で先行運用を開始し、対象拠点の拡大を進めています。

　現時点では、特に経験の浅い担当者において判断作業の効率化が確

認されています。AIが過去事例との照合や分類を補助することで、多数
のレポートを一件ずつ読み込み、判断する負荷を軽減できます。これに

より品質保証部員は、要因調査や対策立案など、より付加価値の高い業

務に時間を振り向けることが可能になります。今後は、判定精度と使い

やすさを高めながら迅速な対応を実現し、お客さま満足度の向上を目指

します。

成長戦略

特集2：現場の知見をつなぐAI

　品質保証部門は、市場や製造段階における品質情報を把握し、リスク

や重要度を踏まえて課題の原因を特定し、解決と継続的改善につなげ

る役割を担っています。この取り組みは、コマツ製品の「品質と信頼性」

を支える重要な活動です。お客さまの現場で稼働する製品において品質

に関わる事象が確認された場合、販売代理店のサービス担当者は、製品

品質情報として各工場の品質保証部門へ報告します。各工場では、世界

各地から寄せられるレポートを一元管理し、品質保証部員が内容を精

査します。その際、過去に発生した事例との関連性や新規事案かどうか

を見極める「層別」を行い、リスクや重要度に応じて、関係部門と共有の

うえ原因究明と再発防止に取り組んでいます。

　一方、層別作業には多くの時間を要していました。レポートは各国・地

域の担当者が作成するため、記述内容や表現にばらつきがあります。また、

製品、使用環境、発生状況は多様で、過去事例との関連性を判断するに

は専門知識と経験が必要です。そのため、担当者によって処理時間に差

が生じ、品質情報を円滑に活用する仕組みづくりが課題となっていました。

　アプリケーションの開発では、品質保証部門とシステム開発を担

う部門が協働し、毎週の打ち合わせを通じて課題を共有しながら構

築を進めました。当初はAIの判定精度が十分ではなく、期待した結
果が得られないことも多数ありましたが、誤判定の要因を分析し、指

示内容や判定ロジックを見直すことで、継続的に精度向上を図って

きました。現場業務を理解する部門とシステム構築技術を担う部門

が協力して改善を重ねたことが、実運用に向けた基盤となっています。

　現時点では、特に業務経験の浅い社員にとって、過去事例との照

合や層別判断を補助するツールとして有効に機能し、判断作業の効

率化につながっています。一方で、ベテラン社員からは更なる精度

向上を求める声もあります。誰もが納得して活用するには、AIによる

■  品質保証の事例：膨大な品質情報の整理・分析をAIで効率化 AI導入前と後の業務手順

品質に関わる事象を確認

改善後改善前

販売代理店のサービス担当者が品質保証部門に
製品品質情報を報告

品質保証部門が製品品質
情報を1件ずつ確認

現象や不具合情報を整理

過去の重要品質問題の
不具合内容と照合

類似案件や
層別候補を提示

現象や不具合内容を整理

過去事例との関連性を判断

層別を実施

・リスクや重要度に応じて、関係部門と共有
・原因究明と再発防止策検討

プロジェクトメンバーの声

判定の根拠をわかりやすく示し、実務判断に活用しやすい水準まで高

める必要があります。

　判定精度の向上には、AI側の改善に加え、入力情報の質を高めるこ
とも重要です。製品品質情報の記載内容に不足する項目やばらつきが

あると、AIが内容や発生状況を正確に読み取ることが難しくなります。
そのため、サービス部門でも、レポート記載内容の精度向上に向けた

活動が始まっています。

　今後は、各部門が連携しながら、入力情報と判定ロジックの双方を改

善し、実務により適したアプリケーションへ育てていきます。AIを現場の
判断を支える「仕事の相棒」として定着させ、品質課題の早期把握と迅

速な対応につなげ、コマツ製品の「品質と信頼性」を更に高めていきます。

プロジェクトメンバー（左から）
小山工場品質保証部エンジン品質保証課 課長　山本 英介
粟津工場品質保証部プロダクトサポート課　主務　木谷 光宏
品質保証本部規制・認証グループ　下重 桃
情報戦略本部システム推進第2部生産システム推進第1課 主査　清水 実
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対応力の平準化が重要な課題となっています。

　こうした課題に対し、コマツは生成AIを活用した業務改革に着手しま
した。膨大な故障対応マニュアルや過去の対応事例を生成AIに読み込ま
せ、入力された故障内容に応じて必要な情報を自動的に抽出・提示する

AI Botを開発しました。実際に海外現地法人で実施したタイムスタディ
では、故障診断における調査時間が3～4割削減される結果も出ています。
また、従来のマニュアルは日本語・英語が中心であったため、他の国・地

域のメカニックにとって言語の壁が課題でしたが、AI Botにより母国語
での質問・回答に対応しやすくなり、業務効率化につながっています。

　初動対応の効率化と精度向上は、機械の停止時間の短縮を通じて、

お客さまの生産性向上とコマツとの信頼関係の強化に寄与します。製品

のみでの差別化が難しくなるなか、コマツは高品質できめ細かいサービ

スを含むトータルソリューションを強みに、今後は画像・音声情報も活

用するマルチモーダル化や、問い合わせを起点にAIが自律的にタスクを
遂行する仕組みの構築を進め、現場の判断力と対応スピードを飛躍的

に高めることを目指します。

成長戦略

特集2：現場の知見をつなぐAI

　建設・鉱山機械は新車購入後も10～15年にわたり使用されることが
一般的であり、その間、定期的なメンテナンスや交換部品の供給、修理、

オーバーホールなどのアフターサービスが継続的に求められます。こう

した長期の稼働を支える販売代理店は、お客さまに最も近い接点として

機械の安定稼働を支えるとともに、各地域の市場特性や現場ニーズを把

握し、事業戦略へフィードバックする重要な役割を担っています。

　一方、修理業務では、お客さまからの問い合わせを起点に、故障内容

のヒアリングなどの初動対応、事前準備、現場での故障診断・受注・修理

へと進みます。特に初動対応では、機種や世代ごとに仕様が異なる膨大

なマニュアルや資料のなかから、対象機械に合致する修理手順や部品

情報を探し出す必要があります。経験の浅い担当者にとっては正確な情

報にたどり着くこと自体が難しく、従来はお客さまをお待たせするだけ

でなく、現場で対応できず手戻りが発生し、修理時間が増加するという

課題がありました。さらに日本では少子高齢化、海外では早期離職によ

る人材の入れ替わりで、熟練サービス担当者（メカニック）が減少してお

り、コマツの強みである高品質な製品サポートを維持・向上するうえで、

■  販売代理店の事例：故障対応の“迷い”を減らし、迅速な初動対応へ 

　フィンランドの代理店では、機械の故障内容を示す故障コード（エ

ラーコード）の調査における業務負担の軽減を実感しています。従来は

複数のシステムや故障対応マニュアルを行き来しながら必要な情報を

探す必要があり、関連部品の確認にも時間を要していました。AI Bot導
入後は、故障コードや部品情報を入力するだけで必要な情報へ迅速に

たどり着けるようになり、顧客対応のスピード向上につながっているこ

とを実感しています。また、フィンランド語で質問・回答できる点も、現

場で高く評価されています。

　ポルトガルの代理店Cimertex SAでも、AI Botの効果を高く評価し
ています。従来は、お客さまからの質問や要望に対してバックオフィス

からの回答待ちやマニュアル検索が必要でしたが、現在はAI Botを使っ
てメカニック自身が必要な情報へ即座にアクセスすることが可能にな

りました。また、多言語対応により、自国語で技術情報を活用できる点

は、英語に不慣れな現場スタッフにとって大きな支援となっています。

　AI Botにより、技術情報へのアクセス性が向上し、初動対応が迅速
化した結果、サービス現場の効率化を支える存在として活用が広がっ

ています。今後は部品画像や動画、図解の表示、音声入力などの機能

追加に期待しています。 

販売代理店担当者の声 

フィンランド代理店
Suomen Rakennuskone Oy 
Product Support 
Sales Representative
Jaakko Ranta 氏 

ポルトガル代理店
Cimertex SA
Technical Trainer 兼 
Service Support
Tiago Moreira 氏 

お客さまの現場で、メカニック
がAI Botのモバイルアプリを
活用する様子（イメージ画像）

実際に販売代理店で
AI Botを使用している様子
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制御データを活用した予知保全システムの開発を開始し、お客さまの現

場での試験運用を経て、2020年にリリースしました。
　本システムでは、産機Komtraxで取得した制御データをもとに部品の
劣化状態を数値化し、AIが過去の故障事例と照合することで、劣化の可
能性が高い部位を推定します。解析結果は「残存寿命」として可視化さ

れ、お客さまは「次の長期休暇で交換する」といった計画的な保全判断

を行うことができます。AI導入以前は、熟練技術者でも劣化判断が難し
く、「念のため交換する」対応もありましたが、現在ではより根拠に基づ

いた判断が可能となり、突発停止の回避とコスト最適化の両立に寄与し

ています。

　本システムは、お客さまの現場における改善効果が評価され、2024年
に鍛圧塑性加工技術の発展に寄与することを目指した賞であるMF技術
優秀賞（日本鍛圧機械工業会主催）を受賞しました。現在の判定精度は

約8割であり、更なる精度向上と対象機種・部品の拡大に向けた取り組み
を進めています。コマツ産機は今後も、産機Komtraxに蓄積されたデー
タの高度な活用を通じて、安定稼働と生産性向上を支え、お客さまと共

に新たな価値を創造していきます。

特集2：現場の知見をつなぐAI

　コマツ産機株式会社は、自動車産業を中心に、電機、一般機械分野な

ど幅広い製造業向けに小型から大型までのプレス機械を中心として、板

金機械を含む塑性加工機械を提供する総合メーカーです。コマツグルー

プは、建設機械に加え、産業機械の分野でもデータとAIを活用した価値
向上に取り組んでいます。

　プレス機械は、自動車などの製造ラインの最上流に位置し、その稼働状

況は生産全体に大きな影響を及ぼします。機械が停止すれば、後工程を

含むライン全体の停止につながるため、安定稼働の維持が重要な課題で

す。一方、従来は部品の劣化状態を事前に正確に把握することが難しく、

保全対応は「壊れてから交換する」事後保全や、「一定期間で交換する」予

防保全に頼らざるを得ませんでした。その結果、突発停止による生産ロス

や、まだ使用可能な部品の交換によるコスト増加が課題となっていました。

　こうした課題に対し、コマツ産機はAIを活用した予知保全システムの
開発に取り組んできました。その基盤となるのが、機械の稼働状況をリア

ルタイムで収集する「産機Komtrax」です。2009年のリリース以降、現
在は全世界で約3,000台の産業機械に搭載され、稼働時間やアラート情
報などのデータを蓄積しています。さらに2018年からは、機械の詳細な

　生成AIの急速な進化は、市場ニーズや競争環境を劇的に変えつつあ
ります。お客さまが求める価値は高度化し、競争の相手や領域も広がっ

ています。この変化に対応するためには、これまでの事業の延長線上で

考えるのではなく、事業そのものを改めて定義し直し、その事業を担う

一人ひとりの仕事の質と内容を再設定していく必要があります。

　本特集で紹介した品質保証、販売代理店、産業機械の各分野の取り

組みは、その第一歩です。現場で蓄積されたデータや知見をAIで解析・
学習することで、判断の精度を高め、対応のスピードを上げ、これまでと

は異なる仕事の進め方を可能にしています。

　重要なのは、これは一部の専門部門だけの取り組みではないというこ

とです。すべての社員が当事者意識を持ち、自らの仕事をどう変えるか

を考え、まずは生成AIを使いこなせるようになることから始める必要が
あります。

　コマツは、生成AIを仕事の相棒として活用し、人の判断力や技術力と
組み合わせることで、新たな価値創造に挑戦します。全社員が当事者と

して変革に取り組み、「安全で生産性の高いクリーンな現場を実現する

ソリューションパートナー」として、お客さまと共に未来を切り拓いてい

きます。

■  コマツ産機の事例：AIで設備の異常兆候を捉え、“止まらない工場”へ ■  今後の生成AI活用に向けて

AIを使用した予知保全の仕組み

モーターベアリング

劣化部位の推定解析波形

タイミングベルト

コンロッド

減速機
人工知能
（機械学習）

点検/交換箇所を特定するため、
制御データを解析

過去の故障事例と波形データを照合し、
劣化している可能性の高い部位を推定

劣化部位の寿命を予測し
保全計画を立案

グローバル・ワーキング・チームの会合

成長戦略
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